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時
勢 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

か
つ
て
津
軽
地
方
を
中
心
に
、
県
内

に
数
カ
所
の
生
産
拠
点
を
持
つ
電
子
部

品
の
製
造
企
業
が
あ
っ
た
。
各
拠
点
に

は
１
０
０
人
を
超
え
る
従
業
員
が
い
て
、

全
体
で
は
１
０
０
０
人
ほ
ど
に
な
る
大

き
な
企
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

業
績
は
安
泰
の
見
通
し
だ
っ
た
。
製
造

を
請
け
負
う
だ
け
で
な
く
、
開
発
も
手

が
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

受
注
し
て
い
た
製
品
の
生
産
拠
点
が
海

外
に
移
り
は
じ
め
、
生
産
の
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
時
を
同
じ
く

し
て
、
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
取
り
組
ん

で
い
た
ほ
か
の
生
産
事
業
が
期
待
し
た

成
果
を
見
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を

打
破
で
き
ず
、
生
産
拠
点
も
縮
小
し
は

じ
め
、
閉
業
へ
と
進
む
。
小
山
内
さ
ん

は
当
時
、
工
場
長
で
、
状
況
説
明
と
生

産
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
を
謝
罪
す
る

た
め
、
取
り
引
き
先
各
所
に
赴
い
た
の

だ
っ
た
。

　
　

 

信
頼 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

同
社
が
手
掛
け
る
製
品
は
、
年
間
で

１
０
０
０
種
類
を
超
え
る
と
い
う
。
機

械
に
よ
る
生
産
が
で
き
な
い
、
細
か
な

調
整
が
求
め
ら
れ
る
手
作
業
の
生
産
を

得
意
と
す
る
。
５
㎜
四
方
の
基
板
か
ら
、

３
ｍ
四
方
の
機
械
ま
で
幅
広
く
手
掛
け

て
い
る
。
し
っ
か
り
工
程
や
手
順
を
守

る
こ
と
で
手
作
業
の
不
確
実
性
を
低
減

さ
せ
、
不
良
品
や
返
品
は
ゼ
ロ
に
等
し

い
と
い
う
。

　

自
社
で
ト
ラ
ッ
ク
も
所
有
し
て
い
る
。

関
東
地
方
の
発
注
者
に
、
地
理
的
な
ハ

ン
デ
を
感
じ
さ
せ
な
い
た
め
だ
と
い
う
。

毎
週
納
品
や
引
き
取
り
に
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら
せ
る
ほ
か
、
夕
方
ま
で
に
電
話
連

絡
す
る
と
翌
朝
の
納
品
も
可
能
と
し
て

い
る
。
地
理
的
ハ
ン
デ
を
克
服
し
た
迅

速
な
納
品
は
、
同
社
の
強
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
度
取
り
引
き
の
あ
っ
た
相
手
と
は

関
係
が
途
絶
え
た
こ
と
が
無
い
と
い
う
。

確
か
な
品
質
と
迅
速
な
対
応
が
産
む
相

乗
効
果
で
、
発
注
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
関
係
が
長
く
続
い
て
い
る
。
た

と
え
自
社
で
受
注
で
き
な
い
案
件
で
も
、

地
元
企
業
を
紹
介
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
す
る
役
割
を
行
う
こ
と
も
多
い
と
い

う
。
発
注
の
有
無
を
問
わ
ず
客
先
の
相

談
に
応
え
る
こ
と
で
信
頼
は
よ
り
強
く
、

大
き
く
な
っ
て
い
く
。

　
　

 

起
業 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
ん
な
中
で
「
な
ん
と
か
継
続
し
て

く
れ
な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
る
企
業

が
多
数
あ
っ
た
。
前
社
時
代
の
取
り
引

き
先
か
ら
の
信
頼
と
折
角
の
期
待
に
応

え
る
た
め
、
そ
し
て
工
場
で
共
に
汗
を

流
し
た
従
業
員
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ

う
、
一
念
発
起
の
決
断
を
下
す
。
小
山

内
さ
ん
も
、
自
身
で
抱
え
た
不
安
を
振

り
払
っ
て
の
起
業
だ
っ
た
。

　

生
産
拠
点
は
そ
の
ま
ま
に
、
前
社
を

引
き
継
ぐ
よ
う
に
し
て
、
２
０
１
０
年

に
会
社
を
設
立
し
た
。

　

社
名
の
テ
ッ
ク
イ
ー
に
は
、
技
術
や

専
門
性
を
表
す
テ
ク
ニ
カ
ル（Tecnical

）

と
テ
ク
ニ
ッ
ク（Technic

）
の
テ
ッ
ク

（tech

）と
、
電
気（Electoronics

）、
環

境（Envilom
ent

）、エ
コ
ロ
ジ
ー（Eco

logy

）の
頭
文
字
イ
ー（E

）を
と
り
、
こ

れ
ら
の
３
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

恩
義 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
の
雇
用
と
産
業
を
守
る
た
め
に

奔
走
し
た
小
山
内
さ
ん
は
、
地
域
へ
の

還
元
に
特
別
な
思
い
が
あ
る
。
育
て
て

く
れ
た
地
元
へ
の
感
謝
、
共
に
奮
起
し

た
従
業
員
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち

へ
の
恩
義
だ
。
働
き
方
改
革
に
も
着
手

し
た
。
育
児
や
介
護
で
働
け
な
い
人
の

た
め
に
在
宅
ワ
ー
ク
を
提
供
し
て
、
収

入
の
確
保
や
復
帰
の
し
や
す
さ
に
配
慮

し
た
。
継
続
し
て
働
い
て
も
ら
う
こ
と

は
、
従
業
員
が
培
っ
た
技
術
力
の
流
出

を
防
ぐ
ば
か
り
か
、
地
域
に
根
付
い
た

も
の
づ
く
り
へ
と
貢
献
し
て
い
る
。

　

小
山
内
さ
ん
は
、
自
身
が
小
泊
地
域

出
身
で
、
中
里
地
域
で
創
業
し
た
こ
と
、

現
在
も
中
里
地
域
か
ら
約
❷⓪
人
の
従
業

員
が
働
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
地

元
・
中
泊
町
へ
の
思
い
も
強
い
。
自
社

ト
ラ
ッ
ク
納
品
は
、
中
泊
町
内
の
企
業

と
協
力
し
て
行
い
、
自
社
の
利
益
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
の
利
益
と
地
域
の

産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
。

　
　

 

奮
起 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

開
業
前
後
は
、
ま
さ
に
前
途
多
難
で

あ
っ
た
。
起
業
時
に
は
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
金
融
危
機

の
影
響
、
起
業
後
は
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
。
苦
し
い
状
況
の
中
、

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
は
―
と
、

歯
を
く
い
し
ば
り
な
が
ら
先
頭
に
立
ち

続
け
た
。

　

小
山
内
さ
ん
は
、
起
業
時
に
守
る
と

決
意
し
た
信
頼
と
雇
用
の
た
め
に
、「
ひ

た
す
ら
奔
走
す
る
し
か
な
か
っ
た
」
と

当
時
の
気
持
ち
を
振
り
返
る
。
心
な
い

言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
資
金
繰
り
に

苦
労
し
た
り
と
頭
を
抱
え
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
取
り
引
き
先
を
は
じ

め
、
金
融
機
関
や
行
政
機
関
な
ど
業
種

を
超
え
た
声
援
が
原
動
力
と
な
っ
た
。

小
山
内
さ
ん
は
「
自
分
一
人
の
力
で
は

出
来
な
か
っ
た
」
と
、
当
時
を
思
い
起

こ
す
。

　
　

 

仲
間 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
会
社
と
し
て
、
転
機
は
社
員
を
信

頼
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
い
う
。
た

だ
、
大
き
く
自
身
の
意
識
が
変
わ
る
出

来
事
が
あ
っ
た
。
小
山
内
さ
ん
は
、
経

営
難
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
と
会
社
の

隅
々
ま
で
気
を
張
っ
て
旗
振
り
を
し
て

い
た
。
そ
れ
を
見
た
関
東
地
方
の
企
業

か
ら
「
も
っ
と
従
業
員
に
信
頼
を
寄
せ

て
は
ど
う
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
前
社
時
代

か
ら
歩
み
を
共
に
し
た
従
業
員
が
仲
間

だ
と
い
う
認
識
は
こ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
一
層
強
く
な
る
。
結
果
と
し
て
、

社
内
で
の
役
割
分
担
を
見
直
す
こ
と
に

繋
が
り
、
効
率
の
良
い
生
産
・
経
営
へ

と
シ
フ
ト
し
、
業
績
も
自
然
と
振
る
う

よ
う
に
な
っ
た
。
関
東
地
方
か
ら
見
守

っ
て
く
れ
る
企
業
の
存
在
と
、
従
業
員

と
仲
間
と
し
て
の
強
固
な
信
頼
関
係
が
、

同
社
の
道
を
切
り
ひ
ら
い
た
。

　
　

 

共
存 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

関
東
地
方
を
営
業
す
る
際
は
、
ど
ん

な
技
術
力
が
求
め
ら
れ
、
需
要
が
あ
る

の
か
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て

い
る
。
こ
の
津
軽
の
地
で
も
の
づ
く
り

を
続
け
、
地
域
の
産
業
を
守
っ
て
い
く

た
め
だ
。
小
山
内
さ
ん
は
「
も
の
づ
く

り
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果
は
大
き

い
。
関
東
か
ら
仕
事
を
少
し
で
も
多
く

取
り
込
み
、
継
続
す
る
こ
と
が
、
地
域

貢
献
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。
仲
間
で

あ
る
従
業
員
と
育
ん
で
き
た
同
社
の
信

頼
と
技
術
、
そ
し
て
同
社
の
存
在
そ
の

も
の
が
地
域
の
活
力
を
支
え
て
い
る
。

株式会社 テックイー
　【代　表】　代表取締役　小山内　公樹
　【所在地】　〒₀叅柒－₀㆕₀㆒ 五所川原市相内字岩井⓼㆒－⓼柒
　【電　話】　0173－27－7766
　【ＵＲＬ】　http://www.tech-e.jp
　【設　立】　2010年７月
　【従業員】　41人
　【業　務】　 電子機器製造事業（基板実装～完成品直送まで）、各種装置組み立て
　【協力会社】　㈱M-PAL、武田電子㈱、タニサワ製作所　ほか県内十数社・県外十数社

信
頼
と
技
術
を
、
そ
の
手
に
宿
し
て

地
元
の
雇
用
と
恩
返
し
の
た
め
に

㈱
テ
ッ
ク
イ
ー

特
集 

№
５　
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
産
業

代表取締役
小山内　公樹さん
（小泊地域出身）

会
社
情
報

幅５mmの電子基板

自社トラック。毎週、納品と
引き取りのために関東地方へ
走っている。
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　生徒たちの学校生活の記録や、地域貢献の様子を展示し、模擬店やステージ発表が催された中里高校の文
化祭が10月13日㈰に同校で開催されました。展示コーナーでは、中里高校のこれまでの歩みや最近の活動
をまとめた写真展のほか、各部活動や授業の成果が並び、家庭科夏休み課題発表コーナーでは町の特産であ
るトマトやブルーベリーを使った生徒オリジナルレシピが展示されていました。ステージ発表では、平成
27年からなかどまりまつりの囃子に携わっていることから、ねぶた囃子とメバルねぶたが披露されたほか、
山王坊日吉神社（五所川原市市浦）のお田植祭や抜穂祭で交流のあった「嫁こさ来いシスターズ」による手踊
りも行われました。そのほか、かつて世界一辛い唐辛子と言われ、新たな町の特産品として注目の「ジョロ
キア」を使った激辛料理の販売もありました。来校者数は延べ228人で、地域とともにつくった文化祭は大
盛況の内に幕を閉じました。

　
来
年
度
の
募
集
停
止
が
協
議
さ
れ
て
い
る
中
里
高
校
の

存
続
を
要
望
し
よ
う
と
、
㆒₀
月
１
日
㈫
に
濱
舘
町
長
、
長

利
議
会
議
長
、
小
寺
也
人
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ほ
か
関
係
者
が
県

庁
を
訪
れ
、
和
嶋
延
寿
県
教
育
長
に
同
校
存
続
の
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。
県
教
育
委
員
会
で
２
０
１
７
年
策
定

の
「
県
立
高
校
再
編
に
関
す
る
第
１
期
実
施
計
画
」
で
は
、

同
校
は
生
徒
の
通
学
事
情
を
考
慮
し
て
県
内
に
６
つ
あ
る

「
地
域
校
」
に
指
定
。
存
続
の
要
件
で
あ
っ
た
募
集
人
員

に
対
す
る
入
学
者
数
が
、
２
年
連
続
で
２
分
の
１
未
満
の

た
め
、
来
年
度
の
募
集
停
止
を
県
教
委
と
中
泊
町
で
協
議

し
て
き
ま
し
た
。

　
濱
舘
町
長
は
「
子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら
高
校
を

な
く
し
て
も
い
い
の
か
。
県
の
地
域
政
策
、
そ
し
て
若
者

定
着
の
た
め
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
和
嶋
県
教
育
長
は
「
地
元
の
人
た
ち
に
育
て
ら
れ

て
い
る
学
校
」
と
認
識
を
話
し
、
今
後
の
会
議
で
対
応
を

検
討
す
る
と

回
答
し
ま
し

た
。

　県教育委員会では10月23日㈬に県庁で臨時会が
開かれ、中里高校を含む県内３つの「地域校」はい
ずれも来年度募集停止が決まりました。10月１日
に県教委へ存続を要望した濱舘町長は、決定を受け
て「決定に対して異論を申し上げるつもりはない。
ただ、津軽半島北部に高校が無くなることが、県の
地域施策として本当にいいのか―という思いは、こ
れからも県に届けたい」と話し、また、同校１年生
の教材代を一部負担したほか、メバルねぶた作りや、
地場産品を使った激辛料理グランプリなどに生徒た
ちが協力してきたことに触れたあとに「地元に高校
が無くなることで、経済的な理由から通学できない
子どもが出る可能性がある。その点は県も一緒にな
って考えて欲しい」と要望しました。

　町社会福祉協議会が10月18日㈮に総合文化センター「パルナス」で社会福祉大会を開催しました。全２
部構成で行われ、第１部では各種表彰を含む式典、第２部では近年巧妙化･悪質化が著しい消費者問題を取
り上げた「消費者ブロックフォーラム in 中泊」が開かれました。
　フォーラムの講師には、元消費者庁長官の阿

あ

南
なん

 久
ひさ

さんを講師に、「ともに学び　かしこい消費者になろ
う‼」と題した、消費者問題を地域のつながりで減らしていくための基調講演が行われました。
　講演の後は、フォーラムの実行委員会の構成員らそれぞれの所属団体が消費者問題に対して何ができて、
町全体でどのように取り組むべきか発表がありました。発表をきいた阿南さんは「様々な立場の団体がある
ことに驚いた。そのネットワークの力で “つながり” を作り、消費者被害を減らすことで、人々の生活が豊
かになっていくと思う」と感想を伝え、エールを送りました。

　
い
ぃ
な
か
ど
ま
り
会
が
、
㆒₀
月
㆒⓽
日
㈯
津
軽
鉄
道
中
里
駅
内
の
駅
ナ
カ
に
ぎ
わ
い
空
間

で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、昨
年
に
続
く
お
ば
け
屋
敷
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、中
里
・

富
野
・
薄
市
の
３
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
の
曲
目
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
合
同
で
歌
っ
た
り
し
て
、
会
場

を
大
い
に
沸
か
せ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
始
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

中
里
高
校
の
存
続
を

県
教
育
長
へ
要
望
書

文化祭も地域とともに 中里高校文化祭

～高校再編～
中里高校 来年度募集停止へ

お
ば
け
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
!

駅
ナ
カ
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

安心して暮らせる町をめざして 第６回中泊町
社会福祉大会
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ごみ処理過程を各施設を巡って学ぶ「ごみ学習会」
が９月25日㈬に武田小学校で、９月26日㈭に中里

小学校で実施されました。
　学習会は、４年生の社会科の授業と関連させて行われ、
２校とも４年生の児童たちが町最終処分場や西部クリー
ンセンター（つがる市稲垣）を見学しました。児童たちは、
最終処分場で発生する汚水がきれいになる様子や、燃や
せるごみをクレーンで運ぶ様子に、好奇心で目を輝かせ
ながらメモを取っていました。同学習会は、10月24日
㈭には薄市小学校でも４年生を対象に行われました。

敬老会に足を運べなかった顕彰者のもとを濱舘町長が訪れ
ました。９月27日㈮にはきりん館、10月７日㈪にはすい

賓荘、泉の里、やまなみ、宝森を訪れ、88歳となった人たち
に「おめでとうございます。これからも元気でいてください」
と顕彰状を手渡しました。
　顕彰状が手渡されると、同じ入所者や施設職員とともに写真
を撮ったり、談笑したりして、長寿を祝っていました。

こどまり小中学校建設事業（仮称）に係るワークショップが
10月４日㈮には小泊中学校、10月11日㈮には小泊小学校

で実施されました。
　ワークショップでは、専門家のアドバイスをもとに、新校舎
の教室の看板などで使うデザインの案を考えました。実際に校
舎を使用する児童・生徒らの意見を取り上げ、建設の記念にす
る狙いがあります。

防災や被害を最小限にとどめるための知識取得や住
民同士の関係づくりを目的に、町社会福祉協議会

が防災体験事業を９月27日㈮に体育センターで実施し
ました。
　（一社）コミュニティ・４・チルドレンの福祉・防災学
習コーディネーターである菅原清香さんを講師に迎え、
「高めよう防災力　深めよう地域の絆」と題した講義や、「避難所たすけあいゲーム」で、防災への意識向上を
図りました。また、身近にある物の活用法を学ぶ実技では、ポリ袋を使ったカッパづくりや新聞紙をつかったス
リッパづくり、ラップを活用した包帯法を学びました。そのほかにも、ダンボールベッドなどの防災グッズの展
示もあり、普段の生活では体験することができない貴重な機会となっていました。

奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス運行協議会（会
長・中島久彰今別町長）の今年２回目の会合が９月

30日㈪に中泊町役場で開かれました。
　会合では、昨年10月から今年９月23日までの利用者
数が3,097人で１便あたり1.06人、９月末までは3,153
人で１便当たり1.08人となる見込み数で、国の補助金
交付基準の１便当たり１人を上回る見通しであることが
報告されました。そのほか、イベント時などで使えた半
額割引券発行が令和元年９月末で終了すること、利用促
進を目指してバスのラッピングや津軽弁の車内アナウン
スを導入することを確認しました。

毎年10月を「シルバー人材センター事業普及啓
発促進月間」とするシルバー人材センターが、

10月９日㈬に「シルバーの日」清掃奉仕活動を中
央公民館で実施しました。開催に当たって近村敦理
事長は「現在206人の会員数で、就業機会や生きが
いを提供できている。今後も皆さんと地域貢献をし
ていけるようよろしくお願いします」とあいさつし
ました。
　この日は天候を考慮し、毎年恒例の交通安全パレ
ードは予定を変更して、中里こども園による鼓笛演
奏の披露が館内で行われました。続いて、村上智中
里駐在署長が「最近の警察情勢」と題して、中泊町
近辺の情報などを話しました。そして、お馴染みと
なっている小向千鶴子さんによる「自分だけは大丈夫？」と題した講演も行われ、参加者たちはときに笑いなが
らきいていました。
　10月16日㈬には、延期していた屋外清掃奉仕活動が行われ、カーブミラー拭きやごみ拾いが行われました。

第６回目となる合同防災訓練を、中泊町分区日本
赤十字小泊奉仕団が10月７日㈪、小泊中学校で

開催しました。この訓練には、下前・新町２・折戸地
区の３自主防災会と小泊中学校生徒、民生委員や同奉
仕団員など約100人が参加しました。開会式で濱舘町
長は「予期しない災害で何をするべきか普段からの心
構えが大切。いざという時に地域を守る意識で取り組
んでいただきたい」とあいさつしました。
　訓練では、身を守る知識や判断力を身につける講話
や映像上映、ハイゼックスを用いた炊き出し訓練が行

われました。また、小泊消防署隊員を講師に招いた講習会も開かれ、心肺蘇生･救急法の指導を受けました。

ごみの処理の過程を学ぶ
４年生児童たちがごみ学習会

防災・減災への知識を高める
町社協が防災体験事業実施

敬老会の顕彰状を伝達
濱舘町長が訪れ手渡す

小中学生対象ワークショップ開催
教育委員会総務学務課

バス利用状況などの報告
あらま号の運行協議会

感謝の気持ちで地域へ貢献
「シルバーの日」奉仕活動

地域で乗り越えるために
小泊中学校で合同訓練

まちの話題 Topicsまちの話題Topics
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中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ
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交通死亡事故が中泊町で５年間ゼロだったことから、
知事表彰を受けました。10月８日㈫には濱舘町長が

県庁を訪れ、三浦朋子県環境生活部長から表彰状を受け取
りました。
　濱舘町長は「表彰は町民にとって名誉で、各団体の活動
をはじめとするみんなで頑張った成果。今後も交通事故ゼ
ロの維持に取り組んでいきたい」と話しました。
　今後も、町民の皆さんの手で、交通死亡事故ゼロの維持
を目指していきましょう。

子どもたちの創作活動を奨励し、「生命を尊ぶ心」と「心豊かな人間形成」を目的にＭＯＡ美術館（静岡県）が
実施する児童作品展。10月12日㈯・13日㈰には、中央公民館で中泊児童作品展が開催されました。

　今年は、絵画119点、書写226点の計345点の作品が寄せられ、13日㈰に同館で表彰式が行われました。MOA
美術館奨励賞の作品は、全国区のMOA美術館児童作品展に出展されます。
　なお、各賞は次のとおりです。

■MOA美術館奨励賞…  下山奈々美（薄市小６）／  成田理音（小泊小３）
■㈱東奥日報社賞…  秋元理希（薄市小６）／  赤石徠翠（中里小６）
■中泊町長賞…  新岡姫麻莉（武田小３）／  本庄音葉（中里小５）
■中泊町議会議長賞…  木村陸（中里小４）／  久保田理夢（小泊小３）
■中泊町教育長賞…  伏見優汰（薄市小２）／  加藤心春（中里小６）
■中泊町連合PTA会長賞…  平山真由（薄市小４）／  佐藤洸史郎（薄市小６）
■保護司会中泊分会会長賞…  北畠晏（薄市小１）／  菅原有紗（武田小６）
■中泊町更生保護女性会会長賞…  中村龍真（中里小１）／  坂田多優（中里小４）
■中里町自然農法研究会会長賞…  塚本帆夏（武田小５）／  黒滝和（中里小６）
■金賞…  葛西天翔（武田小２）
　　　　　 佐々木海音（薄市小６）
　　　　  外崎香豊（中里小２）
　　　　　 角田藍花（小泊小５）
■銀賞…  松舘彩七（薄市小１）
　　　　　 白塚逞人（薄市小３）
　　　　  成田七星（薄市小２）
　　　　　 佐野陽菜（武田小５）
■銅賞…  須藤龍生（中里小１）
　　　　　 長谷川伊織（小泊小２）
　　　　  磯野海桜梨（小泊小２）
　　　　　 髙橋茜音（小泊小４）
■佳作…  伏見啓太（薄市小１）
　　　　　 内海蒼（小泊小１）
　　　　　 黒田翔（薄市小３）
　　　　  奈良幸歩（武田小４）
　　　　　 菊池心葉（中里小４）
　　　　　 奈良悠真（中里小５）

移動なんでも行政相談
日　時…11月27日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪 田 由 比 子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

11月20日㈬　宮 越　優 子

　　　　　　古 川　節 子

11月20日㈬　菊 池　俊 一

　　　　　　佐々木　守善
相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　
相談に来られる人は、庁舎西側
出入り口をご利用ください。　　

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～正午　　

　令和元年11月５日から申請により旧姓（旧氏）
の併記が可能となります。
　旧姓（旧氏）を併記できる書類は
・住民票
・マイナンバーカード（通知カード）
・印鑑登録証明書
・公的個人認証サービス　証明用電子証明書
となっております。
　詳しくは総務省ホームページ（http://www.
soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/
kyuuji.html）にてご確認ください.

　労働者を1人でも雇っている事業主（農林水産業の一
部を除く）は労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する
義務があります。手続きを行わないと、職権により強制
適用されることがあります。
◆労災保険
　 　業務災害や通勤災害で負傷したとき、必要な保険給

付を行います。
◆雇用保険
　 　労働者が失業した場合、生活安定や再就職促進のた

めの必要な失業給付を行います。

１．年末年始の日程

　年末年始をはさみ、この期間中はゴミ収集等が長期休業となります。
　大変ご不便をお掛けしますが、各家庭での適切なゴミ管理にご協力をお願いします。
２．冬期間のゴミ収集（中里地域のみ）
　 　令和元年12月２日㈪から令和２年３月31日㈫までの期間、積雪の影響でゴミ収集車が入れない地

域は、ご面倒でも昨年同様、本道路までゴミを出してください。また、その際にはゴミが散乱しない
ようこれまで通り、ネットや布などで対策をお願いします。

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
以降

⑴ ゴミ収集(可燃・不燃・資源)

中里地域 通常 休み 年末年始による休み 通常 休み 通常

小泊地域 休み 年末年始による休み 休み 通常

⑵ 一般廃棄物処分場

中泊町一般廃棄物最終処分場 通常 年末年始による休み 通常 6日休み
7日休み

小泊一般廃棄物最終処分場 休み 年末年始による休み 休み 通常

⑶ 西部クリーンセンター(稲垣) 通常 休み 通常 年末年始による休み 通常 休み 通常

絵画と書道のウデを磨く
ＭＯＡ美術館中泊作品展開催

交通死亡事故５年間ゼロ
知事から表彰状

旧姓（旧氏）併記が可能になります 11月は「労働保険適用促進強化期間」
労働保険の加入手続きはおすみですか？

問  五所川原公共職業安定所 ☎  34－3171

問  町民課戸籍住民係 内  1315

冬期・年末年始のゴミ収集日のおしらせ
問  環境整備課衛生係 内  1912

まちの話題 Topics
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　10月１日から消費税が８％から10％へ引き上げら
れ、これと同時に「飲食料品（酒類・外食を除く）」と
「新聞（定期購読契約の週２回以上発行されるもの）」
を対象に、消費税の軽減税率制度が実施されています。
軽減税率制度の概要や対象商品、事業者へのレジ購入
等の支援などの詳細は、国税庁のホームページ（www.
nta.go.jp）の特設サイト「消費税の軽減税率制度につ
いて」をご覧ください。また、関係府省庁で、軽減税
率制度の相談窓口を設置していますので、相談内容に
応じて下記窓口にお問合せください。（受付時間…９時
～17時（土日祝除く））
■軽減税率制度の内容に関する相談
　・消費税軽減税率電話相談センター（国税庁）
　　フリーダイヤル：0120－205－553
※ 音声ガイダンスに沿ってお知りになりたい内容の番

号を選択
　「１」…軽減税率が適用される品目が知りたい方
　「２」…帳簿・請求書などの書き方が知りたい方
　「３」…その他の軽減税率制度について知りたい方
■レジ導入・システム改修等の支援に関する相談
　・ 軽減税率対策補コールセンター（軽減税率対策補

助金事務局）
　　フリーダイヤル：0120－398－111
■ 消費税の転嫁等に関する相談や消費税制度に関する

一般的なお問合せ
　・消費税価格転嫁等総合相談センター（内閣府）
　　フリーダイヤル：0120－200－040

　平成28年度税制改正における消費税率の引き上げ
に伴い、法人住民税の税率が引き下げられました。
　これにより、令和元年10月１日以降に開始する事
業年度より、法人税割の税率が次のとおりになりまし
た。
　なお、均等割の税率に変更はありません。
《改正後の法人税率　6.0％》
　また、予定申告における経過措置として、令和元年
10月１日以後に開始する最初の事業年度に限り、計
算方法は次のとおりです。
《前事業年度の法人税割額╳3.7割前事業年度の月数》

　令和２年３月から使用する農業用免税軽
油使用者証・免税証の交付申請を次のとお
り受付します。希望する人は必要書類を揃
え、申請してください。
◆日時…11月20日㈬
　　　　午前９時～午後３時
◆場所…五所川原合同庁舎　 県税部内
◆必要書類など
①印鑑（認め印）
② 耕作証明書（各市町の農業委員会で発行

したもの）
③ 免税軽油使用者証（初めて申請する方を

除く）
④返信用郵便切手４１４円分
⑤使用機械の譲渡証明書
　 （初めて申請する方及び使用者証登録機

械に追加のある人）
⑥県証紙400円分
　 （初めて申請する人、使用者証の有効期

限が切れる人、使用者証登録機械に変更
のある人、使用者証を紛失した人）

そのほか必要書類などの詳細は、問い合わ
せ先まで。

　青森県の最低賃金が改定されました。
　時間額…790円
　　　　　　（令和元年10月4日から）
　青森県最低賃金とは、青森県内で働く全
ての労働者に適用されます。
　製造業と小売業の一部には、特定（産業
別）最低賃金が定められています。
　業務改善助成金などの活用や賃金引き上
げは、下記にご相談ください。
　青森働き方改革推進支援センター
　　℡ 0800－800－1830
　くわしくは、青森労働局ホームページを
ご覧ください。
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年
10
月
１
日
か
ら
、
自

動
車
取
得
税
は
廃
止
さ
れ
、
軽
自

動
車
税
「
環
境
性
能
割
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
軽

自
動
車
税
は
「
種
別
割
」
へ
名
称

が
変
更
さ
れ
、
今
後
軽
自
動
車
税

は「
環
境
性
能
割
」
と「
種
別
割
」

の
２
つ
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
性
能
割
は
価
格
が
50
万
円

を
超
え
る
車
両
を
取
得
し
た
場
合

に
県
か
ら
、
種
別
割
は
年
に
一
度

町
か
ら
賦
課
徴
収
を
行
い
ま
す
。

環
境
性
能
割
の
税
率
は
燃
費
性
能

や
車
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

非
課
税
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
最
大

で
取
得
価
格
の
２
％
が
課
税
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
種
別
割
に
つ
い
て
は
税

額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
中
泊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
12
月
か
ら
２
月
は
降
雪
や

凍
結
に
よ
る
転
倒
で
、
骨
折
な
ど

の
重
傷
と
な
る
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
青
森
労
働
局
で
は
、

冬
期
転
倒
災
害
の
防
止
を
重
点
に
、

自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
推
進

を
目
的
に
、
運
動
参
加
企
業
を
募

集
し
ま
す
。

◆
参
加
申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈯

◆ 

運
動
期
間
…
12
月
１
日
㈰
〜
令

和
２
年
２
月
29
日
㈯

　

詳
し
く
は
青
森
冬
期
ゼ
ロ
災
３

か
月
運
動
２
０
１
９
で
検
索

　

健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
過
労
死
等
防
止
の
重
要
性

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

11
月
を
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

◇
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
…
…

　

 

労
働
者
の
方
々
が
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

◇
労
働
者
の
皆
さ
ん
は
…
…

　

 

心
身
の
不
調
に
気
づ
い
た
ら
周

囲
の
人
や
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う

・ 

労
働
条
件
に
関
す
る
相
談
「
労

働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

　

℡
０
１
２
０－

８
１
１－

６
１
０

　

 （
平
日
17
〜
22
時
、
土
日
９
〜

21
時
）

・ 

健
康
に
関
す
る
相
談
「
こ
こ
ろ

の
耳
電
話
相
談
」

　

℡
０
１
２
０－

５
６
５－

４
５
５

　

 （
月
火
17
〜
22
時
、
土
日
10
〜

16
時
）

　

日
常
生
活
の
不
安
・
暴
力
・
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
保
持
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
６
日
㈮

　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午

◆
場
所

・
中
里
…
中
央
公
民
館

・
小
泊
…
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員

　

 

青
森
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員

◆
内
容

　 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習
会

・ 

吊
り
上
げ
荷
重
１
ｔ
以
上
５
ｔ

未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
業
務
に
係
る
資
格

・
学
科
、
実
技
の
試
験
有
り

・
人
材
開
発
支
援
助
成
金
対
象

◆
日
に
ち

　

11
月
18
日
㈪
〜
11
月
20
日
㈬

◆
受
講
料

　

免
除
な
し
…
３
０
，３
０
５
円

　

免
除
あ
り
…
２
７
，０
０
５
円

◆
定
員
・
応
募
締
め
切
り

　

40
人　

11
月
11
日
㈪
ま
で

　

お
申
し
込
み
、
講
習
の
詳
細
は

問
い
合
せ
先
ま
で

　

岩
木
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

（
津
軽
ダ
ム
）で
は
、
流
木
を
希
望

者
に
先
着
順
で
提
供（
無
償
）し
ま

す
。

◆
申
し
込
み
・
配
布
期
間

　

11
月
18
日
㈪
か
ら

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

※
無
く
な
り
次
第
終
了

◆
配
布
場
所

　

 

津
軽
ダ
ム
貯
水
池
周
辺（
川
原

平
）

◆
注
意
事
項

　

 

運
搬
及
び
切
断
に
か
か
る
手
間

は
自
己
負
担
と
し
ま
す
。

　
 

第
三
者
へ
の
転
売（
売
買
目
的
）

は
禁
止
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
10
コ
ー
ス
で
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外
生

活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

◆
研
修
国

　

 

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

◆
内
容

　

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外

活
動
な
ど

◆
説
明
会

　

 

全
国
10
都
市
で
開
催（
予
約
不

要
・
入
場
無
料
）

◆
日
程

　

 

３
月
25
日
㈬
〜
４
月
５
日
㈰
の

う
ち
６
〜
11
日
間

◆
対
象
…
小
３
か
ら
高
３

◆
定
員
…
20
人

◆
締
め
切
り
…
１
月
31
日
㈮

　

早
期
割
引
あ
り
ま
す

　

詳
細
、
申
し
込
み
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
。

問  税務課課税係 内  1212

問  税務課課税係 内  1214

消費税率引き上げに伴う相談窓口

法人住民税の税率が変わりました

問  西北地域県民局県税部課税課 ☎  34－2111 内  207

問  青森労働局労働基準部賃金室 ☎  017－734－4114

農業用免税軽油使用者証・
免税証の交付申請受付

青森県最低賃金改定のお知らせ

軽
自
動
車
税
の
税
制
改
正

１
２
１
３

内

税
務
課
課
税
係

問

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

（
35
）６
３
３
６

☎
西
北
労
働
基
準
協
会

問

冬
期
ゼ
ロ
災
３
か
月
運
動

（
35
）２
３
０
９

☎
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
安
全
衛
生
係

問

特
設
合
同
相
談
所
を
開
設

社
会
福
祉
協
議
会

問
中
里
本
所

（
57
）４
８
４
１

☎

小
泊
支
所

（
64
）２
９
０
５

☎

11
月
は
「
過
労
死
等
防

止
啓
発
月
間
」
で
す

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
監
督
係

問（
35
）２
３
０
９

☎

流
木
を
一
般
提
供
し
ま
す

０
１
７
２（
85
）３
０
０
７

☎
岩
木
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
管
理
課

問

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

☎ （
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

問
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図書館 情報

◆日時…11月23日㈯
　　　　１回目　午前９時　　２回目　午前11時
◆場所…中央公民館大ホール
◆対象…町民（中学生以下保護者同伴）
◆定員…先着10人（５人未満中止）
◆締め切り…11月18日㈪
◆参加料…1,000円（材料代として当日徴収）
　※ １人分（500ｇ）で５食分。会場で召し上がれます。

持ち帰るときは容器をご用意ださい。

　秋はクマが冬眠に備えるため、エサを求めて活発に
活動します。山菜採りや登山などで入山する際は、大
きな音を出しながら歩く、なるべく複数人で行動する、
などのクマに出会わないための対策を必ず行いましょ
う。農政課ではクマの目撃情報の収集・提供を行って
おりますので、クマを見かけた方や、クマの目撃情報
が知りたい方は、農林基盤整備係までご連絡ください。

ツキノワグマ注意報が発令されています！
◆期間…令和元年11月30日㈯まで
◆発 表理由…県内で９月のクマ出没件数が例年より多

く、今後も被害発生が懸念されるため。

　青森地方法務局及び青森県人権擁護委員連合会では、
下記の期間中、平日の電話相談時間を延長し、土・日
曜日も電話相談を行います。相談は無料で、秘密は守
ります。悩む前に、まずは相談を。
◆期間　11月18日㈪～22日㈮　８時30分～19時
　　　　11月23日㈯～24日㈰　10時～17時
◆電話番号
　女性の人権ホットライン　0570－070－810

◆対象者……45歳以上で求職中の人
◆参加企業…各会場15社程度
◆開場・日にち（いずれも午後１時から午後４時）
　・青森会場……12月17日㈫　ラ・プラス青い森
　・八戸会場……１月21日㈫　ユートリー
　この説明会は、雇用保険受給者資格者の求職活動と
して認められます。

　11月１日からは狩猟期間に伴い、国有
林で昨年11月に発生した誤射による職員
死亡事故を踏まえて、注意喚起の標識を掲
示する指導をしています。次の標識を見掛
けたときは近づかないようお願いします。
《設置標識》
・林道入口付近
 「本流域で狩猟中」
・捕獲場所の入口付近
 「この場所で狩猟中」

◆日時…11月22日㈮
・第1部　午後６時から６時30分
　　講演「日本海深浦サーモン」
　　講師 日本サーモンファーム㈱
　　　　　取締役　野呂英樹
　　聴講無料
・第２部 午後６時30分から午後８時
　　2019法人会の集い（会員交流会）
　　※参加料…１人5,000円
　　　　　　　　どなたでも参加可
◆場所…ホテルサンルート五所川原
◆申 し込み…問い合わせ先まで。申し込み

書はＨＰからダウンロードできます。

　津軽鉄道の乗車人数は、今年４月１日か
ら８月31日までで、合計113,889人とな
っています。目標値である合計30万人を
目指していますが、乗車人数は伸び悩み、
存続が厳しい状況が続いています。休日は、
津軽鉄道の車窓を眺めて過ごしてみません
か。

〈紙ねんどでオリジナルクリスマスツリーを作ろう〉
　今年のクリスマスはオリジナルツリーを飾って過
ごしませんか？全3回の講習でツリーが完成します。
◆日時…各日とも10時～11時30分
　①11月16日㈯　成形
　②11月22日㈮　色づけ
　③11月30日㈯　ツヤ出し・飾り付け
◆場所…中泊町総合文化センター「パルナス」
◆参加費…無料　　◆定員…先着10人
◆申込み…図書館カウンターまたは電話（❻❾－❶❶❶❶）

〈校歌と昔っこ・朗読の集い〉
◆主催…潮風おはなし会　代表・対馬てみ
◆日時…11月23日㈯　13時30分から15時30分
◆場所…旧下前小学校（現中泊町博物館下前分館）
　参加無料で申し込みは不要です。当日、会場へ
直接お越しください。

あきのおはなし会
　９月21日㈯、秋にちなんだ絵本の読み聞
かせや歌にあわせたダンスが行われました。
　参加してくれた松川新

あらた

ちゃんのお母さんは、
「楽しかったです。また、参加したい！」と
感想をいただきました。
　新

あらた

ちゃんは、絵本をみておはなしをすると
「じゃあじゃあ」などの擬音に対して、声を
出して喜んでいました。

ライブラリーコンサート
　10月12日㈯、フルートとオーボエのアン
サンブルコンサートがありました。
　弘前市吹奏楽団の３人が図書館を美しい音
色の空間に演出していました。
　参加者からは、「フルートとオーボエの音
の重なりがすごく綺麗だった。」「音色が美し
く、こころが安らぎ良い時間をいただきまし
た。」と感想が寄せられました。

乗って応援‼ 津 

軽 

鉄 

道

令和元年度
目標乗車人数 300,000人
令和元年度

４月～８月分
の乗車人数

113,889人

目標まであと…… 186,111人

一般
○テーマ　「なべ特集」
　　 あったまる‼　寒い冬、心も体もお鍋ひとつで‼

鍋料理に関する本を集めました。
児童
○テーマ　「クリスマス」
　　 みんな楽しみクリスマス‼　サンタさんはどん

なプレゼントをくれるかな？
　　クリスマスに関する絵本を集めました。

『おしりたんてい　ラッキーキャットはだれのてに！』
 ト　ロ　ル　ポ プ ラ 社
『人生100年時代の医療・介護サバイバル』
 中澤まゆみ　築 地 書 館
『燈火 風の盆』 豊岡　美加　小　学　館
『代　償』 井岡　　瞬　KADOKAWA
『世界一美味しい手抜きごはん』 はらぺこグリズリー　KADOKAWA

問  中央公民館 ☎  57－2341

問  農林基盤整備係 内  1812

問  ネクストキャリアセンターあおもり ☎  017－723－6350

問  青森地方法務局人権擁護課 ☎  017－776－9024

新そば作り体験講座

クマ出没にご注意！

「女性の人権ホットライン」強化週間

㆕⓹歳以上対象 シニア向け合同企業説明会

問  津軽森林管理署金木支署 ☎  53－3115

問  （公社）五所川原法人会 ☎  35－1318

国有林入林時の注意

2019法人会の集い

乗って応援‼ 津軽鉄道

イ ベ ン ト 情 報

図 書 館 の 話 題

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]
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染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
に
目
や
耳
な
ど
の
障
害
が
起
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
と
、
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
世
代
の
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
風
し
ん
の
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
今
年
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

　

昭
和
47
年
度
〜
昭
和
53
年
度
生
ま

れ
の
男
性

※
お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
送
付
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
医
療
機
関
の

電
話
番
号
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
い
た
し
ま
す
。－

・
井
沼
洋
ク
リ
ニ
ッ
ク（
69－

１
０
７
１
）

・
小
泊
診
療
所（
64－

２
１
１
７
）

お
問
合
せ
…
町
民
課 

健
康
推
進
係

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
糖
尿
病
予

防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

私
達
の
か
ら
だ
は
、
膵
臓
で
作
ら

れ
る
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
の
働
き
で
、

食
事
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
ブ
ド
ウ
糖

を
全
身
の
細
胞
に
運
ん
で
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
糖
は
、
体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
糖
を
多

く
摂
り
す
ぎ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
を

使
い
す
ぎ
る
と
、
徐
々
に
膵
臓
が
疲

弊
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
く
な

り
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
う
ま
く
働

か
な
い
と
、
血
液
中
に
糖
が
あ
ふ
れ

高
血
糖
の
状
態
に
な
り
、
こ
れ
が
続

く
こ
と
を
糖
尿
病
と
い
い
ま
す
。

■
高
血
糖
が
続
く
と
ど
う
な
る
!?

　

高
血
糖
に
な
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
気
づ
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
行

し
、
異
変
に
気
付
い
た
時
に
は
、
既

に
深
刻
な
状
態
に
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
糖
尿
病
を
重
症
化
さ
せ
な
い

　

糖
尿
病
は
血
糖
値
を
う
ま
く
コ
ン

◎ 

11
月
11
日
㈪
～
1柒
日
㈰
は

﹃
全
国
糖
尿
病
週
間
﹄
で
す

　

生
活
習
慣
病
の
一
つ
、
糖
尿
病
。

糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
は
、
40
代
以

上
の
３
人
に
１
人
。
身
近
な
病
気
で

す
が
、
自
覚
症
状
な
く
進
む
、
怖
い

病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

①
仕
上
げ
み
が
き
を
し
っ
か
り
し
て
い

ま
す　

②
元
気
が
良
い
と
こ
ろ
か
な

①
フ
ッ
素
入
り
の
歯
み
が
き
粉
と
仕
上
げ
磨

き　

②
優
し
く
て
何
事
も
一
生
懸
命
で
き
る

自
慢
の
子
で
す
。
全
部
が
か
わ
い
い
で
す
♡

①
フ
ッ
素
ス
プ
レ
ー
を
使
っ
て
い
る

②
元
気
な
と
こ
ろ

①
毎
日
歯
み
が
き

②
と
に
か
く
元
気
で
す

①
仕
上
げ
磨
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
★
②

ダ
ン
ス
と
歌
が
大
好
き
♡
優
し
い
子
で
す
！

①
歯
み
が
き
を
欠
か
さ
な
い

②
し
っ
か
り
し
て
い
る

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
重
症
化
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
薬
に
加
え
て
、
食
事
や

運
動
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
糖

尿
病
予
防
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
治
療
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻ 

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
に
つ
い
て
︼

⦿ 

受
け
る
の
は
今
！
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

風
疹
は
、
成
人
が
罹
患
す
る
と
症

状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
が
感

✿栄養士による健康コラム✿
　糖尿病予防におすすめの食材、きのこを使ったレ
シピを紹介します。きのこは低エネルギーで、血糖
値の上昇を緩やかにする食物繊維を含むので取り入
れたい食材です。

しめじと鶏肉のレンジ蒸し
～にらソースがけ～

【材料２人分】鶏もも（皮なし）…140ｇ、しめじ…
100ｇ、酒…小さじ2、にら（みじん切り）…40ｇ、
ねぎ（みじん切り）…40ｇ、赤唐辛子（小口切り）
…１/２本、油…小さじ1

　 〈A〉 酢…大さじ2、しょうゆ…小さじ2、砂糖…
小さじ2

【作り方】①しめじは石づきを切り落として小房に
し、鶏ももと一緒に耐熱皿に入れて酒をふりかけ、
ラップをして電子レンジで約４分加熱する。②フ
ライパンに油を入れ、赤唐辛子、にら、ねぎを加
え軽く炒め、〈A〉を加える。③鶏肉を一口大に
切り、しめじと一緒に皿に盛り付ける。その上に
②のソースをかける。

◎
受
動
喫
煙
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す

　

２
０
１
８
年
７
月
に
健
康
増
進
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
２
０
２
０
年

４
月
１
日
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

法
律
に
よ
り
、
事
業
者
の
皆
様
だ
け
で
は
な

く
国
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、 

望
ま
な
い

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
、

マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

︻
基
本
的
考
え
方 

第
１
︼

　
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す
。

︻
基
本
的
考
え
方 

第
２
︼

　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子

ど
も（
20
歳
未
満
）、
患
者
等
に
特
に
配
慮
す

る
。
こ
う
し
た
方
々
が
主
た
る
利
用
者
と
な

る
施
設
や
、
屋
外
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
対

策
を
一
層
徹
底
す
る
。

︻
基
本
的
考
え
方 

第
３
︼

　

施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施
。

「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す
と
い
う

観
点
か
ら
、
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
、

主
た
る
利
用
者
の
違
い
や
、
受
動
喫
煙
が
他

人
に
与
え
る
健
康
影
響
の
程
度
に
応
じ
、
禁

煙
措
置
や
喫
煙
場
所
の
特
定
を
行
う
と
と
も

に
、
掲
示
の
義
務
付
け

な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
。

　
　
　
（
資
料　

厚
生
労
働
省
）

◎
「
防
煙
教
室
」
実
施

■
町
民
課
健
康
推
進
係
で
は
、
未
成
年
者
の
喫

煙
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
・
中
学
校

と
の
協
働
事
業
に
よ
り
、
平
成
12
年
度
か
ら
毎

年
「
防
煙
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

防
煙
教
室
後
の
児
童
生
徒
の
感
想
で
す
。

■
ま
た
、
防
煙
教

室
の
学
習
が
生
か

さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
成
人
式
に

お
い
て
、
新
成
人

喫
煙
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
未
成
年
者
の

喫
煙
歴
有
の
割
合

は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

◎
防
煙
・
禁
煙
推
進
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

　

町
内
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
に
防
煙
・
禁
煙
推
進
ポ
ス
タ
ー
作

製
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
た
ば
こ
の
健
康
に
及
ぼ
す
害
や
依
存
性
に

つ
い
て
よ
く
理
解
さ
れ
た
内
容
の
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品（
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
入
選
）16
点
に
つ
い
て
は
、
公
共

機
関
や
金
融
機
関
、
医
療
機
関
な
ど
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る
と
こ

ろ
に
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
禁
煙
を
考
え
て
い
る
方
は
、
禁
煙
治
療
も
あ
り
ま
す
。

　

禁
煙
治
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
青
森
県
禁
煙
治
療
医
療
機
関

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

﹂
で
検
索
可
能
で
す
。

久保田結
ゆい

ちゃん
（富 野）

鈴木晴
はる

乃
の

ちゃん
（八 幡）

古川恵
え

瑠
る

ちゃん
（深郷田上）

葛西悠
ゆ

月
づき

ちゃん
（福 浦）

山谷未
みんみ

実ちゃん
（薄市上）

松田華
けいと

弦ちゃん
（豊 島）

３
歳
児
健
診
に
て

（
９
月
５
日
実
施
）

糖
尿
病
に
つ
い
て
知
ろ
う
‼

たばこの害から健康を守るために　

最
優
秀
賞（
武
田
小
）

菅
原
有
紗
さ
ん

優
秀
賞（
中
里
小
）

秋
谷
舞
柚
花
さ
ん

優
秀
賞（
小
泊
小
）

金
澤　
凜
さ
ん

優
秀
賞（
武
田
小
）

奈
良
佳
煌
さ
ん

優
秀
賞（
薄
市
小
）

太
田　
結
さ
ん

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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10
月
21
日
㈪
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

し
た
。
町
民
に
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
各
団
体
が
参
加
し

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
８
〜
10
日
の
３
日
間
、
木

造
高
校
の
生
徒
が
中
里
消
防
署
へ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得

た
こ
と
を
活
か
し
、
今
後
に
役
立

て
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

津
軽
中
里
駅
か
ら
出
発
し
た
パ
レ

ー
ド
に
は
、
中
里
こ
ど
も
園
・
富

野
こ
ど
も
園
の
園
児
約
80
名
が
参

加
し
、
防
火
演
技
や
演
奏
を
行
い
、

沿
道
に
詰
め
か
け
た
町
民
か
ら
盛

大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
中
泊
町
の
設
置
率
は

全
国
平
均
よ
り
依
然
低
い
状
況
で

す
。
住
宅
火
災
で
は
逃
げ
遅
れ
に

よ
り
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に

多
く
、
就
寝
時
犠
牲
に
な
る
危
険

性
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期

に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
山
あ
り
谷

あ
り
の
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

◆
金
木
高
・
木
造
高
就
業
体
験
‼ 

　

こ
の
ほ
ど
、
金
木
高
２
年
秋
元
美

羽
・
成
田
姫
星
さ
ん
、
木
造
高
２
年

久
保
田
優
・
佐
藤
顕
立
・
伊
藤
諒
晟

君
が
、
資
料
登
録
や
教
育
活
動
な
ど
、

博
物
館
の
仕
事
に
取
組
み
ま
し
た
。

◆
﹁
駅
ナ
カ
学
校
﹂
分
館
見
学
‼

　

９
月
『
駅
さ
い
ぐ
べ
し
!
』
実
行

委
員
会
主
催
の
「
駅
ナ
カ
学
校
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
高
齢
者
な
ど
が

今
泉
分
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

◆ 

秋
の
企
画
展
﹁
北
欧
の
手
し
ご
と

︱
デ
ン
マ
ー
ク
の
家
庭
用
木
工
品

︱
ｎ
ａ
ｃ
ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂‼

日
時
…
11
月
17
日
㈰
ま
で　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
45
分
／
休
館
日
…
毎

週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日
／
入
館

料
…
通
常
料
金（
一
般
200
円
、
高
校
・

学
生
100
円
、
小
・
中
学
生
50
円
）

◆
街
歩
き
散
策
ウ
ォ
ー
ク
‼

　

９
月
津
軽
中
里
駅
か
ら
、神
明
宮
・

中
里
城
な
ど
を
巡
る
散
策
ウ
ォ
ー
ク

1 日

2 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

3 火

4 水

5 木 12：15～ 1歳6か月児健診（中里保健センター）

6 金

7 土

8 日

9 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

12　月

16 土 10：00～11：30
紙 粘土でオリジナルクリスマスツリー

を作ろう（1回目：成形）「図書館」

17 日

18 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

19 火

20 水

21 木

22 金
10：00～11：30

13：00～15：00

紙 粘土でオリジナルクリスマスツリー
を作ろう（2回目：色付）「図書館」

こころの健康相談（パルナス）

23 土

24 日

25 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

26 火

27 水

28 木 ブックスタート「図書館」
乳児健診

29 金

30 土

９：00～16：45

10：00～11：30

特 別展「太宰治生誕110周年－太宰治
と奥津軽－」（博物館：12/22まで）

紙 粘土でオリジナルクリスマスツリー
を作ろう（3回目：飾付）「図書館」

11　月

（
９
月
届
出
分
）

川　

島　

正　

敏 

84 

（
今
泉
上
）

田　

中　

正　

子 

81 

（
向
町
下
）

山　

本　

清　

實 

77 

（
宮
野
沢
）

外　

﨑　

忠　

榮 

72 

（
宮
野
沢
）

鈴　

木　

四
十
二 

74 

（
富　

野
）

川　

合　

ミ
チ
エ 

84 

（
浜　

町
）

生　

田　

み
さ
を 

88 

（
新
町
2
）

柏　

崎　

正　

江 

75 

（
新
町
2
）

高　

杉　

菊　

夫 

72 

（
新
町
1
）

升　

田　

キ　

ヨ 

89 

（
花
丘
町
）

佐　

藤　

節　

子 

83 

（
下
前
浜
）

山　

崎　

精　

三 

88 

（
小
泊
派
立
）

大　

石　
　
　

稔 

90 

（
温
泉
町
）

磯　

野　

由　

吉 

96 

（
下
前
上
）

山　

田　

よ　

し 

89 

（
花
丘
町
）

松
谷　

清き
よ

寧ね 

（
女
・
宗
展
） 

宮
野
沢

田
中
ハ
レ
ル 

（
女
・ 

洋 

） 

富　

野

伊
南
利り

恒つ

樹き 

（
男
・
巨
樹
） 

派
立
上

山
田　

栞か
ん
な愛 

（
女
・
悟
史
） 

上　

町

　

鎌　

田　

祐　

紀 

（
派
立
中
）

　

内　

野　

り　

こ 

（
東
京
都
）

　

阿　

部　

将　

吾 

（
深
郷
田
下
）

　

野　

上　

理　

帆 

（
薄
市
上
）

　

多　

谷　
　
　

翼 

（
大
阪
府
）

　

宮　

本　
　
　

梓 

（
深
郷
田
上
）

　

川　

浪　

啓　

豪 

（
薄
市
上
）

　

佐　

藤　

理　

奈 

（
宮
城
県
）

　

奈　

良　

真　

孝 

（
鶴
田
町
）

　

髙　

松　

和　

代 

（
田
茂
木
）

　

成　

田　

瑠　

偉 

（
派
立
中
）

　

工　

藤　

莉　

子 

（
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）

◆
中
里
小
写
真
ク
ラ
ブ
撮
影
会
‼

　

９
月
宮
越
家
離
れ
・
庭
園
の
撮
影

会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
郷
土
の
誇
る
文
化

財
に
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
﹃
今
泉
の
昔
っ
コ
﹄
第
２
集
‼

　

こ
の
ほ
ど
、

小
山
内
清
春

氏（
今
泉
）が
、

今
泉
地
区
の

昔
話
や
写
真
を
満
載
し
た
記
録
集
を

刊
行
し
ま
し
た
。
図
書
館
な
ど
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
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９月末現在（前月比）

人　口 10,952人（－20）
中里地区8,060人/小泊地区2,892人
　男　 5,143人（－12）
　女　 5,809人（－８）
世帯数 5,114（－１）
出 生　４  ／  死 亡　22
転 入　16  ／  転 出　18

人のうごき

（（（（（（

富野こども園防火演技

中里こども園防火演奏
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消
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＆
救
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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の
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　宇宙毛豆の収穫体験を９月27日㈮に薄市こど
も園で、同園と中里こども園、富野こども園が合
同で行いました。
　この宇宙毛豆は、2010年に国際宇宙ステーシ
ョン「きぼう」にもちこまれた種子を育て、受け
継がれてきたもので、６月に薄市こども園の園児
たちと県立五所川原農林高校の生徒たちが種植え
をしました。摘み取りには五農生たちも駆けつけ、
園児たちは楽しく教わりながら、力を込めて摘み
取っていました。
　摘み取り後は、茹でたての宇宙毛豆を試食し、
薄市こども園の北畠瑞

み ず と

大くんは「かたくてチクチ
クした。おいしくて100個くらい食べた」と自身
で植えた宇宙毛豆の生育をしっかり味わっていた
ようでした。

　稲刈りの体験を通じて農業へ興味を持ってもらおうと、若手農業者の会「ばろかだる会」が主催で、
中里小学校の児童たちに稲刈りを、小野大海さんの田んぼで体験してもらいました。
　この稲は、５月に児童たちが苗植えしたもので、ばろかだる会会員たちが手入れを続けてきました。
児童たちは成長ぶりに大喜びで、その後の作業では真剣な眼差しで作業に臨みました。
　10月２日㈬には武田小学校の児童たちが、長利謙二さんの田んぼで稲刈りを体験しました。
　長利さんは、かつての農業を紹介しながら、ワラで稲を縛り、最後は束を集めてワラ立てをつくって
乾燥させる方法や、大正時代の脱穀機を見せて、現代の農業との違いを紹介していました。

宇宙の味はどんな味？ 宇宙毛豆の
摘み取り体験
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